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続
く
中
で
、
長
期
的
な
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
し
か
し
、
地
域
の
豊

か
な
資
源
を
生
か
し
、
子
供
を
産

み
育
て
、
古
里
に
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
こ
そ
、
人
口

減
少
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。

　

そ
こ
で
、
一
関
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
将
来
展
望
と
し
て
、
25

年
後
、
２
０
４
０
年
の
人
口
を

８
万
６
千
人
程
度
確
保
す
る
こ
と

を
掲
げ
、
実
現
に
向
け
て
総
合
戦

略
で
４
つ
の
基
本
目
標
と
政
策
展

開
の
基
本
的
目
標
を
掲
げ
た
。

　

❶
市
民
が
力
を
発
揮
で
き
る
仕

全
国
で
高
ま
っ
て
い
る
人
口
対
策
へ
の
機
運
。

今
、
住
民
、
地
域
、
行
政
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ

「
オ
ー
ル
一
関
」
の
結
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

結婚・出産・子育て、転入と転出に関するアンケート調査の結果

高校生がワークショップで、まちづくりのアイ
デアを出し合った

事
を
創
出
し
、
若
者
や
女
性
が
集

う
ま
ち（
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
／
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く

る
）
❷
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支

援
し
、
次
代
の
担
い
手
を
応
援
す

る
ま
ち（
結
婚
、
出
産
の
希
望
を

か
な
え
る
／
安
心
し
て
子
育
て

を
楽
し
め
る
環
境
の
形
成
）
❸
心

豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
住

み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち

（
地
域
で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
の
整
備
、
充
実
／
生
き

が
い
を
持
ち
健
康
に
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
）
❹
未
来
へ
引
き
継
が

れ
る
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る
ま
ち

（
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
／
連
携
と
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
）

　

戦
略
の
期
間
は
、
２
０
１
５
年

度
か
ら
２
０
１
９
年
度
ま
で
の
５

年
間
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
は
、
重

要
業
績
評
価
指
標
（
＊
２
）
で
達

成
度
を
測
定
し
な
が
ら
進し

ん

捗ち
ょ
く

を
管

理
す
る
。
有
識
者
会
議
で
毎
年
度

検
証
す
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

ア
イ
デ
ア
や
要
望
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
年
度
末
に

改
定
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
「
一
関
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、

出
生
、
死
亡
、
移
動
の
状
況
が
現

状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
仮
定
し

た
場
合
、
市
の
総
人
口
は
25
年
後

の
２
０
４
０
年
に
は
約
７
万
５
千

人
ま
で
減
少
。
総
人
口
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
は
、
44
・
１
％
ま

で
上
昇
す
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　

現
在
の
人
口
構
造
は
、
20
代
か

ら
40
代
ま
で
の
子
育
て
世
代
の
割

合
が
低
く
、
若
い
世
代
を
確
保
す

る
こ
と
が
人
口
減
少
を
抑
制
す
る

鍵
と
な
る
。

脱
・
消
滅
可
能
性
都
市

　

そ
こ
で
、
一
関
が
将
来
に
わ

た
っ
て
、
活
力
あ
る
地
域
を
維
持

す
る
た
め
に
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
着
目
し
た
。
そ
れ
が
、「
ま
ち
」、

「
ひ
と
」、「
し
ご
と
」
だ
。

　
「
し
ご
と
」
が「
ひ
と
」
を
呼
び
、

「
ひ
と
」
が「
し
ご
と
」
を
呼
び
込

む
好
循
環
を
構
築
す
る
。
豊
か
で

住
み
よ
い「
ま
ち
」
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
だ
。

　

総
合
戦
略
に
は
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。
❶
市
民
一
人
一
人
が
夢
や

希
望
を
持
ち
、
豊
か
な
生
活
を
安

心
し
て
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
の
形
成
（
ま
ち
）
❷
地
域
社

会
を
担
う
個
性
豊
か
で
多
様
な
人

材
の
確
保
（
ひ
と
）
❸
地
域
に
お

け
る
魅
力
あ
る
多
様
な
就
業
機
会

の
創
出
（
し
ご
と
）
―
。
こ
の
３

つ
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と

で
、
若
い
世
代
を
確
保
し
、
元
気

な
一
関
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

出
生
率
の
低
下
と
転
出
超
過
が

戦
略
の
こ
れ
か
ら
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＊2　重要業績評価指標（KPI：Key performance Indicator）目標の達成度合いを計る定量的な指標のこと。
目標に向かって日々の業務を進めていくにあたり「何を持って進捗とするのか」を定義するために設定する5 I-Style
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●第1章

まち・ひと・しごと創生総合戦略とは

【結婚について】…回収数564票
・結婚の時期／既婚または近々結婚する人の約５割は「希望ど
おり」、約3割が「希望はもっと早かった」と回答。
・結婚に必要な条件／「安定した収入」、「結婚資金、結婚後の
生活資金」の回答がいずれも半数近くを占めている。（複数回答可）
・未婚である理由／いずれも約３割が「理想の相手にめぐり合
えないから」、「経済力がないから」と回答。（複数回答可）
・結婚しやすい環境とは／未婚者の約３分の１が「雇用機会の
提供」と回答。（複数回答可）

【転入について】…回収数210票
・転入の理由／半数以上が「自身またはパートナーの仕事の都
合」と回答。そのうちの約半数は「転勤」がきっかけと回答。
・転入前の情報源／最も多いのが「市役所が発信している情報」
で半数。次が「知人・親類から」で4割。（複数回答可）
・一関での生活／転入者の３分の２は「満足」「どちらかといえ
ば満足」と回答。
・今後も住み続けたいか／約8割が「住み続けたい」「住みやす
い環境になれば住み続けたい」と回答。

【出産、子育てについて】…回収数564票
・理想の子供の数／既婚者等平均2.50人。未婚者等平均2.28人。
・出産しやすい環境とは／約半数が「経済的負担の軽減」、次い
で約４割が「産休・育休制度の充実」と回答。（複数回答可）
・子育てしやすい環境づくりの支援／「税制や社会保障の改善」、
次いで「保育所などの預け先施設の充実」「子どもの数に応じた
経済的支援」で、いずれも約６割が回答。（複数回答可）

【転出について】…回収数75票
・転出の理由／約7割以上が「自身またはパートナーの仕事の
都合」と回答。そのうちの約6割は「転勤」がきっかけと回答。
・本市の住みにくさ／約４割が「交通が不便」、次いで「買い物
が不便」と約3割が回答。（複数回答可）
・もう一度一関に住みたいか／転出者の約８割が「機会があれ
ばもう一度住みたい」と回答。

1st Chapter 「Now」


